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リ リア ン ・ヘ ル マ ンに見 る 自立 す る女性
一 『子狐 たち』 を中心 として一
吉 成 怜 子
〔抄 録〕
リリア ン ・ヘルマ ン(LillianHellman,1905-1984)は女性 としてつねに 自立をめざ
していた。 とい うより、人間 と していかに生 きるか とい うことを問いつめれ ば、 自立
が まず前提 にあ った。1930年代 のアメ リカで、女性 の 自立 が現在 の社 会 よ りも容易 で
はなか った時代 に、男性 の庇護 の下 に生 きる ことをよ しとしないヘルマ ンが いた。女
性 の 自立 を確立す る一 つの手段 と しての富、 それ を追 いか ける19世紀末 に生 きる レジ
ーナ(Regina)という女性 を、戯 曲 『子狐 たち』(TheLittleFoxes,1939)のヒロイ ン
としてヘ ルマ ンは据 え る。 レジーナ は男性 と伍 して社 会 を生 き抜 くため に画策 する。
経 済的 自立 を果す ため とはい え、冷酷 とも思える行動 を とる。彼女 が 自立 をめ ざす さ
まを精神 的 自立 か ら、経済 的自立へ の道 をたど りなが ら考察 して ゆ く。
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う敗北感、 男性 と互角 に は戦 えない とい う屈 辱、 それが20年後の レジーナ として 『子狐 た ち』
で描かれ、彼女 に非情 ともとれ る行動 を とらせ る。 レジーナが夫、娘、兄弟 とも決別 して まで
も死守 しようとした もの、それは富を基盤 とした 自立に他 な らない。
1.精 神 的 自立 を 出発 点 と して
レジーナ の夫 ホー レス(Horace)は、冷徹 で はあるけれ ど非情 な人 間で もない。む しろ黒人
奴隷 に対す る優 しさは、登場す る白人男性 と して は人 間味 をか もし出 してい るといえる。 しか
し、 レジーナに とって は、 それは問題で はない。結婚生 活 において、い ささか の打算 を持 って
ホー レス に嫁 いだ とはい え、彼 は彼 女 自身が愛 し、選 択 した男 性 で はなか っ た。兄 の べ ン
(Ben)やオス カー(Oscar)によって、父 の財 産は管理 され、女性 であ るレジー ナには財産 の
一部 さえ も手 に入 らなか った。そ して兄ベ ンか ら、経 済力のあ る男性 の下 に嫁が ざる をえ ない
状態 に追 い込 まれてい た。 それ 自体が人間 として個 人が抹 殺 され て、 自己を確立 する とい う個
入 の行為 は踏み に じられている。その中で、唯一彼女 の意志 を示す こ とが で きる行為 、そ れは
夫婦 間の肉体交渉 を拒否す る ことが残 され た道 だった。 レジーナは、 その ときの様 子 を病 院か






夫ホー レスがあ っさ りとレジーナの 申 し出 を受 け入 れた こ とが、 二人の確執 の始 ま りだった。
それ はホー レス のや さしさ と解釈 すべ きか、それ とも彼女へ の性 的関心が 薄 らいで いたのか、
いずれ にせ よ レジーナ にとっては、妻 として不信感 が頭 をよ ぎる。男性 としての ホー レス は、
レジーナ との肉体交 渉の代替 と して愛人 を求めた。 しか も数人の愛人 との交際 は、 レジーナ に
とって は耐 え られない ことだ ったであろ うが、男性で あるホー レスに とって は、唯一人 の愛人
との交際 では ない ことが、妻 レジー ナへ の精神 的愛 を未 だ残 してい る と宣 言 して いる ようだ。
ホー レスにはた だの肉欲 だけを愛人 に求 めて、精神 的 な愛 は レジー ナにさ さげて いる とす る。
それ は男性 であるホー レス には、妻 か ら完全 なる許可 を獲得 した と感 じた上での行動 であ った
ろう。 しか しレジーナ は違 っていた。経 済的基盤 を与 え られてい ない環境の下で、女性 と して
彼女が ホー レス を結婚相手 に選 ば ざる をえなか った。 それ をホー レス は、少 しも理解 して いな
か った。 ホー レスは彼女 を、主婦 であ り母親で あ り家庭 内の仕事 をす る人 間 としか理解 してい
・ ・
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なかったので はないだろ うか。 もちろん、 その中 に夫 に肉体的 に奉仕す る仕事 も含 まれて いる
のは当然だ。 レジーナは、 どん なに手腕 を発揮 して も、賞賛 を浴 びるこ とのない家事 とい う役
割には耐 えられ なかったのであろ う。特 に レジーナ にとって は、男性 にはあ らゆ る面で権力行
使 が可能 なの に、女性 にはそれが実行で きない もどか しさを覚 える。 レジーナの ような中産 階
級 では、 自らが家事労働 をす ることな く、召使へ の指示や指導が主 な家事労働 ではあ るが、男
性 と同等の仕事が与 え られ ることもな く、家庭 内で 日々を過 ご し、老境 に入 り、やがて死 を迎
える。 レジーナ は、19世紀の女性 として はご く普通の家庭 の主婦 であった。男性 への隷属的立
場 は どうあがい て も払拭 されない。 自己主張 の強い レジーナ にとって、兄 たちに仕向 けられた
結婚への屈辱 は、何 に もまして男性か ら蔑視 されてい ると感 じたこ とだろ う。後に レジー ナが
問題に した ホー レスの交 際相手であ る愛人 たち と、 まるで レジー ナが 同列 に座 するかの ようだ
った。 レジーナ に とって、ホー レスが真実 の愛 を彼 女 にささげてい る とは思 えなか ったの だろ
う。1900年当時 としては、男性 としてホー レスの とった行動 を責 めることはで きない。 しか し、
レジーナ にとっては20年前 に愛 した恋人が、彼 女 よ り戦場 での戦 いを選 んだ ように、彼女が彼
を追 うこ とが で きなか った後 悔 を二度 と味 わい た くは ない。今 度 こそ シカ ゴのマ ー シ ャル
(Marshall)とい う事業家 に賭 けて 自立 しようとす る。それ は女性 として、男性 と同等の権力 を
得 たい と考 えて のこ とであろ う。彼女の な りふ りか まわ ない行動 は、夫 ホー レスを見殺 しにす
る こともい とわ ない。 そんな母 レジーナ に対 して、理性 と強い意志 を持 って、娘 のア レクサ ン
ドラ(Alexandra)は自立 を試み る。
ア レクサ ン ドラは、従兄 弟の リーオ(Leo)と政略結婚 させ よう とす る伯 父 たちの企 み を伯
母のバ ーデ ィ(Birdie)から聞い て も、 母や伯 母が た どった の と同 じ轍 を踏 む こ とは しない。
しっか りと自立 の道 をゆ く。父 を見殺 しに した母 が シカゴに同行す るように と言って も彼 女 は
同意 しない。 ア レクサ ン ドラは、母 レジー ナや伯 父た ちが利得のため に手段 を選ばないその行
為 に怒 りを覚 える。 身近 な入々 に犠牲 を強 いて まで も、 自分た ちの欲望 を満 たそ うとする人々











リリアン ・ヘルマンに見る自立する女性(吉 成 怜子)
レジーナ は娘 の成長 ぶ りに驚 く。 ア レクサ ン ドラは、 レジー ナ とは違 った形で 自立 を果 そ うと
する。 レジーナは、 富 を携 えて自立 を しようとす るが、同性 として無 か ら出発 しよう とす る娘
のア レクサ ン ドラに なかば羨望 さえ感 じてい る。娘の強 さに対 して、同 じ戦 う女性 として連帯
感 さえ覚 える。20年前の レジーナ と同年代 の一女性 として、 ア レクサ ン ドラの行動 は新 しい時
代 の息吹 さえ感 じさせ られ る。母 レジーナ とは際立 って異 なる若 い アレクサ ン ドラを理 想像 と
して、作家ヘ ルマ ンは旅立つ ア レクサ ン ドラに未来 を託すべ く最 終幕 に上記 の台詞 を選ぶ。そ
こには、確固 とした正義感 と意志 を併せ持つ 自立 した女性が そこにいる。
ア レクサ ン ドラを新 しい時代へ 歩を進め る理想像 として描写 して はい るが、前述 した ように
1880年に設定 した 『森 の中の別の場所』で の結婚前 の レジーナの周辺 の女性 たちの 自立 も、新
しい扉 を開 こうとす るものであ る。
レジーナな どの資産階級 とは比較 で きない くらい最下層 にいた女性 として、売春婦 ロー レッ
ト(Laurette)は、 自身の意志で環境 を切 り開いてゆ く。次兄 オス カーの愛人で あった彼 女は、
資産階級の オス カーの父 にも一歩 も屈 しない。権力者への戦いは、その まま彼 女の 自立 とな る。
資産家 の子 息であ るオス カーの止め るの も聞かず に、 自分 の意志で ニューオー リンズへ と出発
す る。 ニュー オー リ ンズ、 それは新 た な売春婦 としての旅 立ちで あれ、 ともか くロー レ ッ トは
自立 した。売春婦で あれ、 中産階級 に仲 間入 りで きるか もしれ ない結婚 とい う二文字 を拒否 し





ロー レッ トが オスカーの下 を去 って も、追 いかけてゆ き、彼女 を扶養 する財力はオス カーに は
ない。その点 では、 ロー レッ トの強 さが表現 されてい る。 この とき、 長兄のべ ンは、 オス カー
とレジーナ に資産家 の相 手 と結婚す る ように仕 向け る。二人 と もそれ を拒 否 して 自立す る こと
はで きない。 レジーナはそれ までの裕福 な暮 らしを続 けた ければ、 資産家 と結婚す るこ としか
残 された道 はない。 あえて、苦難の道 を選 ぼ うとは しなか った。 ロー レッ トとレジー ナ との対
比が興味深 い。
それ とは対照 的に、暴 言 も吐かず、静 かな、 しか し強い行動 にでる レジーナの母の ラヴ ィニ
ア(Lavinia)がい る。彼女 は夫 に結婚指輪 を返 し、福祉 活動のため に旅立 ちをす る。 自分の進
むべ き道 を見極 めて、富 も家族 も捨 てる。 その行為 は神 々 しい。
ロー レッ トといい、ラヴィニア といい、あえて苦難 の道 を選 んで も自立 して前 に進む。 レジ




夫ホー レス に対 して、肉体 の結 びつ きを自 らの意志 で拒 否 した ことは、 レジーナに とって精
神的 自立の始 ま りである といえる。時代的 に考 えれば、寝 室 をともに しない行為 は、そこに女
性 としての主張 が強烈だ と判断で きる。 ともす れば男性 主導の夫婦生活 に女性 の意志が反映 さ
れ ること、そ れ 自体彼 女の男性 に隷属 しない 自立 した生 き方が窺 える。次 の階段 である経済的
自立 はシカゴ在住 のマー シャルの出現で具体化 される。 レジーナ は、 自立 の一つの手段 として
女性 の魅力 を利用 す る。彼女 にとって は、夫 ホー レス を魅了 した容姿 を果敢 な く発揮 で きる機
会 に遭遇 した といえ る。 自立 を果すた め選 んだ男性 は、実業家で あるが妻帯 者だ。 レジーナ に
とっては、再婚 に よって、再び男性の庇護 の下で生活す るつ も りはないのであろ う。それ はち
ょう ど作者 ヘルマ ンが、最初の結婚相手 と離婚 し、後 に非婚 のままで ミステ リー作 家であ るダ
シール ・ハ メッ ト(DashiellHammett,1894-1961)と30年以上の同棲生 活 を送った ように、結
婚 とい う足枷 は必要 なか った。 む しろ男性 とい う保護者 は レジーナには、抑圧 と感 じた こ とだ
ろ う。
この ドラマの1900年と設定 された時代 は、新世紀 に手が届 こう としてい るとはい え、19世紀
のアメ リカの規範が生 きていた。女性 の家庭 での地位 は前述 したように男性 と制度上、法律 上、
平等 の権利 が与 えられていた とは言 いが たい。 と くに、家族関係 につ いては、1765年にイ ギ リ
スで出版 されたウィ リアム ・ブラ ックス トー ン(WilliamBlackstone,1723-1780)の『イギ リ
ス法釈義』(CommentariesontheLawsofEngland)の慣習法が、基本的 に独 立戦争後の アメ
リカの各州で採用 されていた。家庭 での夫 と妻 の立場 を物語 る もの として は興味深 い文章 であ
る。なお、 この慣習法 を20世紀 に至 るまで、 アメ リカの フェ ミニス トた ちは繰 り返 し取 り上 げ






ここで注 目 したいの は、法律 上の夫婦が<oneperson>だとす る条文 の内容 であ る。実際 の法
は、財産権、 選挙権 など19世紀 までに修正 は行われて いた。 しか し法 的効力 は どうであれ、女
性 としての人格 がつね に男性 と平等 の扱 いを受けてい たか とい う と、 そ うともい えない。 女性
が軽視 されていた ことも事実 として受 け止 めなけれ ばな らない。 ブラ ックス トー ンの法の条文
にあ るよ うに、男性 の翼 に覆 いかぶ されてい てその姿 さえ見 えず にい た妻 レジーナ は、 夫 と
の<oneperson>ではな く、 自分は別 の人格 である と、その存在 を叫 び続 けて きたのであろう。
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彼女 の隠蔽 された 自我 は、夫ホー レス を見殺 しにす る とい う皮 肉 な結果 となった。死 に至 ら し
める とい う卑劣 な行動 を考察する と き、次 の ような解釈 がで きる。す なわち、夫 という人 間が
自分 を支配 して、彼 の庇 護の下でのみ存在 していた レジーナ とい う女性が、一人 の人間 と して
夫 の影 か ら顕現す る ことは、彼女 に とっては夫 を排斥す る ことしか思 いつか なかったので はな
かろ うか。 それこそが、彼 女の もが き苦 しんでやっ と手 に入 れた個人 としての自我 の確立 であ
る と解す る こともで きる。
2.精 神 的 自立 か ら経 済 的 自立 ヘ
レジー ナが実行 する 自立 に欠かせ ない もの、 それは富であ った。 この作 品か ら富 に関連 した
語 を本作 品 のコ ンコーダ ンス(5)から普通名詞 を抽 出 し、使用 頻度の回数 を検証する と、図 らず
もmoney、bond(s)という単語が上位 に抽 出で きた。 レジーナを始 め として、 いか にこの作 品が
富 にこだ わ りつづけたか は、 これ らの語 彙か らも判 断で きよう。富 に付 随 した権力 をも求 めた
女性 レジーナ を検証 し、彼 女の渇 望 した 自立 を考察 してゆ く。
夫ホ ー レスへ の謀反 の計画 は、思 いがけ な く訪 れる。夫 は心臓 を患い入 院す る ことにな る。
そ んな中、 シ カゴのマー シャル とともに出資 して当地 に綿工場 を建 設 しようとす る話が もちあ
が る。 レジー ナは経済 的な 自立がか なえ られ る機 会に遭遇す る。 レジーナたち とは対照 的 に、
貴族的 階級 に属 してい た兄嫁 のバ ーデ ィは、つね に夫 の顔色 を窺 いなが ら生活 を してい る。 レ
ジーナの父や兄た ちに先祖伝来 の南 部の土地 を奪 われ、夫 か ら去 ることもで きず、 閉塞感 にさ
いな まれて いる。 自 らの人生 を切 り開 くという行 動 を起 こす こともで きず、酒 に溺 れてい る。
そんな兄嫁 のバ ーデ ィに レジーナ は、未来の扉 を開 く手助 け としてのmoneyを語る。
REGINA:Don'tlooksoscaredabouteverything,BirdieI'mgoingtoliveinChicago.1've
alwayswantedto.Andnowthere'llbeplentyofmoneytogowith.(s)
レジーナの兄 たちは綿 工場 か ら大金 を得 ようと画策する。工場か らの利潤 配当 をめ ぐるいが み
合いに、女 である レジーナ も参戦 で きる ことになる。銀行家 と してのホー レスの豊富 な資金 を
レジーナか ら引 き出そ うと長兄のべ ンと、次兄のオス カーが ホー レス を説得 しようとす る。 レ
ジーナ は、 自分 がその工場の共 同経営者 に と彼女の心 は動 く。 シカ ゴとい う大都 会 に自立 して
生活で きる基 盤 となる、綿工場へ の出資、それ を夫か ら引 き出 したい と切 に願 う。 レジーナの
精神的 自立 は、 夫 との 肉体交 渉 を拒否 し、一個人 として 自我 を主張す るだけでは完結 しない。




レジーナ はここで すでに夫 より優位 にた っている。 さも夫がそ う望 んで いるかの ように、夫 を
支配す る妻 として の立場 を兄た ちに主張す る。夫が もし彼 女の 自立 を阻止 しようとす るな ら、
どん な行為 も辞 さない。そ う決心 させたの も兄 たち との確執か らだ。夫 とともに兄 たちに対 し
て も優位 にいる レジーナは、 これこそ彼女が待 ち望 んでいたこ とだ った。夫か ら自立は して も、
兄た ちの束縛 を逃 れるため には自分の取 り分 を有 利 に しなけれ ばな らない。退院 して きた夫の
ホー レス は投 資を拒 否す る。二人の兄た ちが 、ホー レス の債権 を無 断で工場 の投 資 にまわ した




20年前 に兄ベ ンに支配 されていた レジーナ はもうそ こにはいない。兄た ちと一歩 も引 けを とら
ない女性 がそ こにい る。彼女 は夫 か ら精神 的 に自立す る行動 を起 こし、次 に経済的 自立 とい う
強力 な武器 も手 中に収 めようとす る。
19世紀 末の急速 な工業化 はアメリカ社会 を変貌 させ てい った。 しか し、『子狐たち』で も描 か
れている ように、 シカゴのマーシ ャルが南部 に工場 を建設す ることを決意 させ た動機 を考察 す
る と、黒人 を中心 とした安価 な労働賃金 な ど、 アメ リカ南部 と大都 市 との経済格差 を挙 げる こ
とがで きる。大都市 との生活水準の格差 は、 明 らか に男性ばか りか女性 の経 済的 自立を も阻ん
でいた。中産階級 を中心 とした女性の高等教育 な ど、女性の 自立 を促す要素 も格段 と増加 して
い った。 しか し、南 部社 会は アメ リカの 中で も異 質 といわれ るように、保 守的な地域 のま まで
歩み続 けた。黒人社 会の上 に君臨す る白人社 会の女性 たちは、 なお黒人 に対 して優越 感を抱 い
てい た。 そのこ とは一層女性の近代化 を遅 らせ ることになる。 シカゴな どの大都 市 と並ぶ近代
化 は、 まだこの 『子狐た ち』の時代か らさ らに、数十年 を要 して実現 した。 レジーナが悪辣 な
手段 で獲得 した経 済的 自立 は、単 に時代が そ うさせ たのか、或 いは南 部 とい う女性 蔑視の地域
がそ うさせ たのか、いずれ にせ よ彼女を追い込んだ社 会に もその責 の一端が ない とはいえない。
3.ヘ ル マ ン と女 性 の 自立
1950年代ヘ ルマ ンが左 翼運動 に加担 した か どで、悪名高い非米活動調査委員会 のブラ ック リ
ス ト入 りをした(9)ときは、当時の保守的な人 々か らは売 国奴 の ような扱 いさえ受 けていた こと
だろ う。何が悪 で、何 が善か とい う判断 は時代が下 す。ア メリカがマ ッカー シーの赤狩 りに踊
らされた時代 は、 ヘルマ ンに対 して は悪女 とい う呼称 を与 えていたか も しれ ない。 マ ッカー シ
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ズム に酔 った人々がヘルマ ンに対 しては、純粋 に作 家 として の評価 ではな く、売国奴 とい う称
号 を加味 して評価 した こともあ った ろ う。 ヘルマ ンと同様 に、 ともに暮 らしていた ダシール ・
ハ メッ トは非米 活動の罪で召喚 され、 その後投獄 されて いた。苦 難の時代 も、師であ り、伴侶
であ り、親友 であったハ メ ッ トを彼女 は支 え、 自立 し続 けて きた。彼 を二度 と刑務所 に送 りた
くなかったヘルマ ンは、彼 を説得 しようとす るが、
WhenwewereafewstepsfromSixthAvenue,hestoppedandsaid,"Lilly,whenwereach
thecorneryouaregoingtohavetomakeupyourmindthatImustgomyway...".cio)




ヘ ルマ ンは 自立 して生 きるこ とでハ メ ッ トとは対等 な愛 を育 んで きた。そ して、作家 として 向





彼女 はハ メ ッ トを師 として尊敬 して いた。 自立は彼 との共同生活か ら学 んだのだ。生涯ハ メ ッ
トと結婚 とい う制度 に こだわ らなか ったのは、彼 女の独 立 した精神、確 固た る信念 の下 で生 き
る とい うヘルマ ンらしい生 き様 をそこに見 るこ とがで きる。
お わ りに
ヘルマ ンの描 く女性 たちの 自立 を考察 して きたが、 『子狐 たち』の レジーナの 自立 を 目指 すた
めのな りふ りか まわない行為 、それ は自分 の生活か ら排除すべ き人 間 として夫ホー レス を切 り
捨 てる こ とになる。死 の危 険が迫 った心臓 病の夫か ら薬 を遠 ざける、 その行為 を本論で は決 し
て肯定す る ものではない。いか なる手段 を とって も、 自分の障害 とな る人間 を排 除す るこ との
卑劣 さは容認 で きる もので はない。 しか し、それ まで圧倒的 に男性社 会であ った ビジネスの世
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界 に 踏 み 入 ろ う と す る レ ジ ー ナ の 行 為 は 、 利 己 的 な 判 断 の 下 で の 非 情 な 行 為 で あ る と は い え 、
自 立 と い う道 へ の 彼 女 な りの 一 歩 だ と い え る 。 そ れ は な ぜ か ヘ ル マ ン の 劇 作 家 へ の 道 と も 重 な
る も の が あ る 。 ヘ ル マ ン が 女 性 劇 作 家 と し て 、 当 時 は 稀 有 な 存 在 だ っ た こ と を 考 え れ ば 、 社 会
的 に 孤 軍 奮 闘 す る ヘ ル マ ン の さ ま は 、 自 立 と い う 目 標 に 向 か っ て 一 人 戦 う レ ジ ー ナ の 行 為 と も
ど こ か 共 通 項 が 見 え 隠 れ す る よ う だ 。
ヘ ル マ ンが 『子 狐 た ち 』 で わ れ わ れ に 託 す メ ッ セ ー ジ は 、 最 後 の ア レ ク サ ン ド ラ の な に も の
に も 屈 せ ず 自立 し て ゆ こ う と す る 精 神 に あ る 。 し か しそ の 自 立 は 、 母 と は 対 照 的 に 正 義 感 あ ふ
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